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１．点検・評価の実施 

電気通信大学データ教育センター運営会議では、「電気通信大学実践型ＵＥＣデータサイ

エンティスト養成プログラム」に関連する令和５年度分の点検・評価を行った。 

 

２．点検・評価の対象 

プログラムを構成する科目のうち「総合コミュニケーション科学」、「データサイエンス演

習」について、主に点検・評価を行った。 

また、プログラムを構成する授業科目について、成績評価分布により点検・評価を行った。 

 

 

（１）自己点検・評価における意見および改善点等 

項目 点検結果 評価（課題・改善点） 

授業内容・方法 「総合コミュニケーション科学」（２

年次・必修科目）と、データサイエン

ス演習（３年次・選択科目）の２科目

以外は、既存の必修科目で構成してい

る。 

既存の必修科目について

は、随時、教育委員会等で

見直し、改善の検討を行っ

ている。 

教育効果 希望する学生全員が受講可能となる

ようにするために、「総合コミュニケ

ーション科学」と「データサイエンス

演習」の２科目を、オンデマンド形式

の講義として実施している。 

希望する学生全員が受講

可能となるようにするた

めに、授業形式の工夫を行

っている。 

シラバス記載内容の

改善 

各類等の教育委員が、シラバスの記載

内容を確認する体制としている。 

シラバスに明記した評価

方法による成績評価が十

分に行われている。 

履修者数、履修率の

向上 

本プログラムの履修者数は、選択科目

である「データサイエンス演習」の履

修者数と同数になる。（それ以外の科

目は、ほぼ必修科目であるため。） 

履修者数、履修率の向上を

図るため、今後 UEC学生ポ

ータルサイトにて３年生

全員に３年次配当科目「デ

ータサイエンス演習」（１

単位）の履修を促す告知を

行う。 

プログラムの履修・

修得状況 

本教育プログラムで新規に開講した

科目は、「総合コミュニケーション科

学」（２年次・必修科目）と、データ

サイエンス演習（３年次・選択科

「総合コミュニケーショ

ン科学」は必修科目なの

で、履修は１学年全員の約

750 名が基本であるが、令



目）の２科目である。この２科目以

外は、既存の必修科目なので、本プ

ログラムの履修・習得状況は、これ

ら２科目の履修・習得状況を見るこ

とによって、点検・評価が行える。

なお、「総合コミュニケーション科

学」は必修科目なので、本プログラ

ムの履修者数は、選択科目である

「データサイエンス演習」の履修者

数と同数になる。これら２科目に関

する状況は、以下の通りである。 

 

(1)総合コミュニケーション科学： 

必修科目であるため、履修者数は１

学年全員の約 750名が基本だが、令

和５年度より昼間コースにおける開

講学期が変更になった関係で、当該

年度は再履修クラスのみ開講した。

履修者のうち合を取得した学生数は

昼間コースで 85％、夜間主コースで

90％程度となった。 

 

(2)データサイエンス演習： 

選択科目であり、令和３年度は 34名

が履修し、令和４年度は 79名、令和

５年度は 136名の学生が履修した。 

和５年度の開講学期変更

に伴い、同年度は再履修ク

ラスのみ開講とした。これ

により履修者数は昼間コ

ース 146名、夜間主コース

31 名の計 177 名に留まっ

た。 

一方の「データサイエンス

演習」は、選択科目である

ため、この科目の履修者数

を増やすことが課題であ

る。 

学修成果 (1)総合コミュニケーション科学： 

・過去４年間実施してきたが、修得

者はデータの集計・可視化について

の基本的知識を身につけているた

め、１年次のプログラミングの講義

を受講すると、２年次以降にプログ

ラミングによるデータ分析ができる

ようになっている。 

・予測モデルの基本的な作り方や評

価指標を理解しているので、２年次

「データサイエンス演習」

の修得者の 25%は、Kaggle 

において、上位 20%に入る

実力を身につけた。修得後

の研究室選択では多くの

学生が、実データ活用の研

究を行う研究室に進学し

ていることから、高い学修

成果が得られていると考

える。 



後期からの専門科目の学習におい

て、データの分析やレポートの基礎

力を上げることに役立っている。 

・修得学生の一部は、海外のデータ

分析コンペティション（Kaggle）に

参加して、メダルは取れないまでも

上位３分の１には入賞する程度の実

力を身につけている。 

(2)データサイエンス演習： 

・修得者は自分で工夫した予測モデ

ルを作ることができるようになっ

た。 

・データサイエンスに関する英語の

情報を収集し、自らのモデル作成に

役立てることができるようになっ

た。 

・修得者の 25%は、Kaggle におい

て、上位 20%に入る実力を身につけ

た。修得後の研究室選択では多くの

学生が、実データ活用の研究を行う

研究室に進学している。 

学生アンケート等を

通じた後輩等他の学

生への推奨度 

(1)総合コミュニケーション科学： 

必修のため、推奨云々は問題にならな

いが、全体の 10%程度の学生が非常に

高く評価している。 

 

(2)データサイエンス演習： 

そういう趣旨のアンケートは取って

いないが、参加者の半分以上は非常に

高く評価していた。 

本学では各学期（前期・後

期）に、履修者を対象とし

て授業評価アンケートを

実施している。 

その分析を行う予定であ

る。 

全学的な履修者数、

履修率向上に向けた

計画の達成・進捗状

況 

(1)総合コミュニケーション科学： 

必修科目であるため、履修者数のこれ

以上の増加は望めないが、修得割合を

増やすために、補習的なコンテンツを

別に用意するなど、進捗の遅い学生へ

の対応を準備している。 

本プログラムに関しては、

ほぼ必修科目で構成され

ているが、選択科目の履修

者数、履修率を向上させる

ことが課題である。UEC 学

生ポータルを通じて、学生



 

(2)データサイエンス演習： 

履修登録者数は R3 年度 34 名、R4 

年度 79 名、R5年度 136 名と右肩上

がりに推移しているものの、今後は本

学の学生ポータルサイトを通じた該

当年次（３年生）全員への事前の告知

を毎年行うこととする。 

この「データサイエンス演習」（３年

次配当科目）は、令和４年４月に開講

されたが、令和４年度新入生が３年生

になる令和６年度からは、本演習は、

Ⅰ類の全プログラムと、II 類のセキ

ュリティ情報学プログラム、情報通信

工学プログラム、電子情報学プログラ

ムで必修となる。一方、II類の計測・

制御システムプログラム、先端ロボテ

ィクスプログラムと、III類（理工系）

の全プログラム（５つのプログラム）、

および、先端工学基礎課程（夜間）で

は選択科目となる。その結果として、

情報理工学域学生は、１学年が約７５

０名だが、そのうちの約５００名程度

が、本教育プログラムを履修するもの

と予想される。 

 

への周知を図る。 

 


